
令和5年度　愛知県現任保育士研修　シラバス

認可外保育者研修

A日程　7月29日(土）　・　B日程　8月5日（土）

1限目, 2限目, 3限目

アレルギー対応・保健衛生

小田香里

保育施設は、子ども集団全体の健康および一人一人の健康を守ることが求められます。そ
のためには、子どもが健やかに育つための知識と技術が必要となってきます。具体的に
は、この講座では「保健衛生」と「アレルギー対応」を座学と演習を行い学んでいきま
す。
保健衛生：①望ましい保育環境と衛生管理　②子どもの健康状態の把握および体調不良へ
の対応の仕方を学び、③一次救命処置の技術を身につけます。
アレルギー対応では、疾患の理解を深め保育施設での対応技術も学びます。①アレルギー
とは　②小児喘息の対応　③アトピー性皮膚炎の対応　④食物アレルギーの安全対策（エ
ピペンの使用方法も含む）など厚生労働省のガイドラインに基づいて、知識と技術を身に
つけます。

動きやすい服装でご参加下さい。腰痛など演習に支障がある方は、演習は見学で構いませ
んので、当日スタッフにその旨をお伝え下さい。

一次救命処置の演習では、「一方向弁付きフェイスマスク（Ｑマスク）」の使い方をご説
明します。全員分の用意はできませんので、ご自身のものをお持ちのかたは、ご持参下さ
い。
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4限目

保育の安全対策

田中弘美

目標…園における健康と安全の現状を理解するとともに、事前に危険回避対策をとる必要
性を理解する。
　子どもの安全を守ることは保育者の責務であるが、生活の中での危険回避を０にはでき
ない。しかしヒヤリーハットを保育者間で共有することで予防することできることも多
い。子どもたちの主体を大切にしながら安全確保には一人一人の保育者の意識と保育者間
の協力がキーワードとなる。参加園の現状をカンファレンスしたり、演習を通しての学び
を園にもちかえり園内研修の一つの窓口にできる合議内容を目指す。

特になし

自園の課題となっている事例


